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【錦城地区】



地域総合支援協議会の構成

地域・専門職の課題の検討・把握
【事務局：地域総合支援センター】

地域総合支援推進会議
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築

【事務局：市】
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運営会議
専門部会の進捗管理・活動支援
【事務局／地域総合支援センター】
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検討

【事務局／地域総
合支援センター】

専
門
部
会

地域福
祉活動

地域福
祉活動

地域福
祉活動

地域福
祉活動

【支援：地域総合支援センター】
地域づくりの支援
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相談支援包括化ネットワークの構築

個別課題の検討・解決
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地域住民を中心とする会議体
において解決すべき地域課題

専門職を中心とする会議体
において解決すべき地域課題



錦城地区の現状等（まちなかゾーン会議の意見のありのままの文言）

・認知症の相談が多い。初期ではなく家族で手に負えなくなってからの相談が多い。
・ご夫婦でいると「夫婦で何とかするわ」と言われて、周りの方が声をかけても「頑張って
る」と断られることが最近増えた気がする。活動の声掛けをしても、チラシ受け取ってくれ
ない。
・女性は助けを求めやすい。男性は地域のかかわりが少ないと助けを求められずにいる。
・認知症は病気だと認識してほしい→高いが良い薬ができ始めた。早期発見していきたい。
・マスコミの情報だけで認知症を理解して判断してしまう。
・買い物に不便。昔は外に出られても、年を重ねると難しくなる。
・金銭的に余裕があると仕事を辞めて高齢の父母をみる→結局倒れる
・明石公園がある→公園を歩いて、会っておしゃべりできる。
・マンションが多い。みんなで見守ることの難しさを感じる。また、電話をかけても詐欺対応
で取らない人もいる。関係を作ったり出てきてもらうのが難しい。
・独居だと普段の様子が外からはわかりにくい。
・30～50代など若い世代がもっと積極的に行動してほしい。親（高齢者）と同居している人が
少ないので、自分の老後のイメージがつきにくい。
・錦城地区は運動継続率が低い。理由は「時間が取れない」が多い。



各地域の現状を地域ごとに整理

共通点や特徴を抽出



会議で出た現状をキーワードで
まとめ、グループ分けしました。

上ノ丸地域



会議で出た現状をキーワードで
まとめ、グループ分けしました

茶園場町・鷹匠町地域



会議で出た現状をキーワードで
まとめ、グループ分けしました

桜町・山下町・東仲ノ町地域



会議で出た現状をキーワードで
まとめ、グループ分けしました

錦城校区全体



介護者支援 認知症への対応 最新情報の提供 早期発見

認知症・フレイル予防



いきいき教室



いきいきつうしん



夏まつりブース出展



取組項目 まちなかゾーン会議構成員からの意見

いきいき教室 〇介護を抱え込んでいる人に、例えば教室のチラシをお持ちすると、
「どうしてうちに要介護者がいると知っているの」となりかねないの
で、見守りをするにしても、どこまで踏み込んでいいのかとても難し
い。
〇４０～５０歳代の若い世代に知ってもらうには、教室を土日に開催
するなど、参加しやすい回を設けるのも一つだ。

いきいき通信 〇いきいき教室の更なる参加者増に向けて、2024年のいきいき教室
のスケジュールを記載したり、スタンプ２点でもらえる記念品を紹介
したりする案をいただいた。
〇またゾーン構成員の認知症関連にまつわる取り組み紹介などに写真
やイラストを載せてはどうか

明石小校区夏
まつりブース
出展

〇認知症に関するクイズを行い、まずは興味を持っていただき、クイ
ズの回答と共に若い世代向けのいきいき教室の案内チラシを配ること
で、４０～５０歳代の参加につなげてはどうか。
〇「認知症になっても自分らしく生活していくことができる」という
啓発も大切だ。


